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.本日のスケジュール

1  9:00   
出発          ■~  ‐ i

10:00?  東城町 道の駅

10分間  トイレ休憩

10:30  五品嶽城 登山開始

H:?   本丸到着

昼食           |

12:?   下山開始

13:?   千寿寺  |

?   徳雲寺

?   亀山城

17:30～18:00 帰福           ■

諸注意

団体行動です集合時間は守ってください。

山林といえども私有地です。

マナーは守ってタバコのポイ捨ては絶対にしないでください。

草花にも命があります。又、法律的にも勝手に取っては罰せられます。

お寺は宗教の場です。厳粛な気持ちで参拝させていただきましょう。

トイレの場所は少ないのであるところですませるようにしましょう。
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域
川
に
注
ぐ
。
一
方
、
村
域
西
部
の
為
重
谷
を
北
東
方
向
に
流
れ

鋳
編
距雛
雛
辮
轟
踊

れ
ら
の
川
筋
に
沿
っ
て
開
け
た
谷
間
の
狭
長
な
平
地
に
散
在
す
る

０け働［石．階組詢颯］］印静一時嬬蹴』迄摯胡知な“』

め

一́三
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

戦
口
時
代
、
奴
可
部
を
支
配
し
、　
一
時
は
備
中
に
ま
で
勢
力
を

拡
大
し
た
宮
氏

久ヽ
代
氏
）は
当
地
か
ら
興
っ
た
と
い
わ
れ
、
六
代
の

間
当
地
の
比
田
山
城
を
本
拠
に
し
た
と
さ
れ
る
。

付
高
は
、
元
和
三
年
■
六
一
九
）の
確
後
園
知
行
帳
に
九
一
六
百

余
と
あ
る
が
、
元
禄
四
年
■
六
九
一
）の
地
椰
帳
■
出
椰
志
下
■
●
出

薔
ヽ
所
収
）は
畝
致
一
八
八
町
六
反
余
で
高
九
二
一
石
余
と
記
し
、

一芸
薔
通
志
」
や
幕
末
期
の
「郎
務
拾
豪
録
」
（小
田
家
文
書
）も
同
畝

伺
高
で
あ
る
。
「部
務
拾
栞
録
」
に
よ
る
幕
末
期
の
内
訳
は
、
川
成

閣
五
反
余
で
五
百
余
、
田
方
五
六
可
九
反
余
で
五
六
五
石
余
、
自

方
一
二
六
町
余
で
三
二
二
石
徐
、
量
敷
一
町
五
反
余
で
ニ
ニ
石
斜
、

新
開
高
三
町
六
反
余
で
四
石
余
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
薔
領
で
明

知
。村

溶
南
部
の
畑
谷
・
丸
山
・
重
松
谷
。
擁
魏
餞
な
ど
は
山
が
迫

り
日
受
け
が
悪
い
が
、
そ
の
ほ
か
は
だ
い
た
い
日
受
け
が
よ
く
、

ま
た
当
村
は
奴
可
部
内
で
は
最
も
曖
か
く
、
麦
作
も
個
応
に
で
き

』
象
資
“
腋
”
卿

呂４作
」
“
晴
智
購
れ
諏
嫌
“
睛
』
】
“

き っ
彙
一
」

草
・
婢
一
ど
を
作
っ
た
。
農
間
は
薪
を
打
っ
て
東
嬌
町
で
売

，
た

，

り
、
村
内
永
久
山
”
近
く
の
村
民
は
“
用
大
蔵
を
続
い
た
り
、
粉

鉄
舟
で
東
城
川
の
砂
中
か
ら
砂
鉄
を
採
取
し
た
り
し
て
腱
場
に
売

却
し
収
基
を
あ
げ
た
（口
菫
志
下
■
●
出
颯
）．
「芸
藩
通
志
」
に
よ
れ

ば́
戸
接
一
六
七
・
人
口
六
四
九
、
牛
二
七
九
・
馬
一
一
で
、
牛
の

飼
青
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
永
久
山
腱
は
江

戸
時
代
後
期
に
創
設
さ
れ
た
餞
で
、
原
科
の
砂
鉄
は
ほ
と
ん
ど
東

郷
費競
い̈け制「織餞鶏
群̈
鴫
罹
路
臨

薪̈
鷲
謎
鶴̈
』舞
縄
誕
』詢摯
誇
黎

纂
耀
華
聯
一̈雛
獅

た
。
永
玖
山
鑢
は
大
正
初
年
ま
で
操
案
さ
れ
た
（久
代
村
雌
）．

富
原
に
あ
る
劇
内
八
幡
官
は
久
代
の
二
富
で
、
祭
神
は
品
陀
和

気
合
・
僣
中
津
彦
命
・
息
長
帯
姫
０
．
鎮
座
年
代
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
富
氏
が
当
地
の
高
野
八
幡
宮
へ
の
選
拝
所
と
し
て
同
八
幡

宮
か
ら
勧
議
し
た
と
伝
え
る
。
さ
い
榛
札
に

、事
再
興
八
幡
三
所

一
宇
事
、
天
文
十
九
年
成
八
月
十
日
、
大
饉
邪
癸
じ
源
親
尚
丼
代

富
壬
申
盛
膀
」
と
記
さ
れ
る
。
富
氏
の
本
拠
比
田
山
域
の
す
ぐ
腱

に
あ
り
、
域
の
鎮
守
社
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
太
室
山
（天
王

山
）の
頂
上
に
鎮
座
す
る
大
室
神
社
は
久
代
の
三
富
で
、
■
一
藩
通

志
」
は
紙
園
社
と
記
す
が
通
称

「久
代
の
天
工
さ
ん
」
と
い
う
ｏ

祭
神
は
須
佐
之
男
命
。
梅
稲
田
比
売
命
。
大
己
貴
命
．
古
く
疫
病

『
一
一
一
一

社 ‥こ て
一
一
一
「
坤
餞
ゎ
』
「
翡
れ
餞
出
っ
餃
鵬
」
』
【

〓
為
重
谷
に
あ
る
曹
洞
宗
樹
穀
寺
は
も
と
新
免
村
（現
東
崚
町
）の
撃

福
寺
の
末
キ
で
あ
っ
た
ｏ
豊
鏡
山
と
号
し
、
本
尊
は
薬
師
如
来
．

一目
郡
志
下
翼
書
出
帳
」
お
よ
び
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
年
■
・ニ

九
二
）比
田
山
嬌
主
富
弾
正
左
衛
門
利
吉
が
舅
基
薇
都
と
な
う
創
建

し
た
と
い
う
。
代
々
宮
氏
の
書
燿
寺
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
宮

氏
の
本
拠
地
移
転
に
伴
い
寺
基
も
移
り
、　
一
時
廃
寺
と
な
っ
た
が
、

寛
文
年
間
■
六
六
一
―
七
一こ
澤
福
寺
二
世
文
室
が
開
山
と
な
っ
て

一一一一̈一］いし捨「一一一一｝凛時̈強【」「いな̈襲
一餌
霊
諄
曇
醜
げ
葦

卜
弥

霙
ぎ
魏
翼
発
一奎
鰤
デ

懺
津
神
社
の
分
理
を
動
綱
し
た
と
伝
え
る
。
天
正
三
年
二
五
七
七
）

大
檀
都
富
景
盛
・
雷
盛
、
代
官
源
盛
和
、
日
頭
左
馬
太
夫
、
本
顧

守
崎
薔
左
衛
門
忠
続
の
名
を
記
し
た
再
建
棟
札
が
伝
わ
る
。
境
内

社
確
扶
吉
備
津
彦
命
の
母
大
倭
根
子
彦
櫛
荒
日
比
売
命
を
祀
る
場

０

・御
‥前
社
つ
■
か
富
荒
神
社
・
若
宮
社
が
あ
る
。

七
三
　
比
田
山
城
跡
　
（“
）

大
字
久
代

位
置

・
環
境
　
東
城
川

（成
羽
川
）
と
野
部
川
、
久
代
川
の
合
流

点
の
河
内
地
域
西
側
の
丘
慶
頂
部
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
標
高
は
四

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
平
地
か
ら
の
比
高
は

一
二
０
メ
ー
ト
ル
で
、
久
代

の
河
内
盆
地
が

一
望
で
き
る
地
に
立
地
し
て
い
る
。

遺
跡
の
状
況

（
第
二
四
０
図
）
　

丘
陵
頂
部
の
主
郭
を
中
心
に
五

つ
つ
削
平
段
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
堀
切
や
土
塁
な
ど
の
施
設

は
み
と
め
ら
れ
ず
防
御
機
鮨
は
整
っ
て
い
■
い
。
主
郭
と
そ
の
北
東

の
部
は
Ｉ
ハ
○
○
―

一
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
郭
は
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
る
。
主
郭
の
北
東
側
下
手

に
は
井
戸
跡
が
み
と
め
ら
れ
る
。

特
色
　
構
造
的
に
み
て
防
御
施
設
が
み
と
め
ら
れ
ず
、
郭
を
段
■

に
単
独
し
て
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
室
町
期
の
城
の
特
徴
を
も

っ
て

い
る
。
江
戸
時
代
初
頭
に
著
わ
さ
れ
た
戦
記
物
語
の

『久
代
記
」
に

は
室
町
前
期
の
応
永
年
中
以
来
、
久
代
宮
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
後
期
の

「芸
藩
通
志
』
や

『
西
備

名
区
」
な
ど
に
も
比
田
山
城

（別
名
河
内
城
）
は
、
応
永
年
間
に
富

弾
正
左
衛
円
尉
利
吉
に
よ
っ
て
城
が
築
か
れ
、
そ
の
後
七
代
に
わ
た

っ
て
居
城
し
、
戦
国
期
の
天
文
年
中
に
西
城
の
大
富
山
城
に
移
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
久
代
宮
氏
の
本
拠
の
城
と
し
て
は
、
こ
の
城
は

小
規
模
で
あ
る
て
と
か
ら
、
恐
ら
く
は
丘
陵
西
側
麓
付
近
に
居
館
や

家
臣
団
０
星
数
を
構
え
て
お
り
、
非
常
の
時
の
詰
城
と
し
て
築
か
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
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七
日
　
比
日
の
的
場
跡
　
（“
）

大
字
久
代

位
置

・
環
境
　
東
城
川
と
野
部
川
、
久
代
川
の
合
流
点
の
河
内
地

域
北
■
で
比
田
山
城
と
は
東
城
川
を
扶
ん
だ
対
岸
に
位
置
し
て
い

る
。
北
か
ら
南
へ
の
び
る
丘
陵
尾
根
の
頂
部
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、

標
高
三
八
０
メ
ー
ト
ル
、
平
地
か
ら
の
比
高
約

一
〇
〇
メ
ー
■
ル
で

あ
る
。

遺
跡
の
状
況

（第
二
四

一
国
）

丘
慶
尾
根
先
端
部
に
長
さ
約
六

０
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
自
然
の
地
形
を
わ
ず
か
に
加
工

し
た
大
き
な
削
平
段
が
あ
る
。
こ
の
平
坦
部
の
東
側
は
、
わ
ず
か
に

段
差
を
も

っ
て
い
る
。

特
色
　
割
平
状
況
は
明
瞭
で
な
く

郭
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い

が
、
古
く
か
ら
久
代
宮
氏
の
家
臣
が
対
岸
の
比
田
山
城
か
ら
弓
を
射

た
的
場
で
あ
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

ま
た
、
高
殿
の
東
側
に
は
逮
藤
本
宅
跡
、
蔵
跡
、

鉄
菫
跡
が
あ
り
、
北
倒
に
は
鉄
池
跡
が
位
置
し

て
い
る
。
鉄
池
跡
の
北
は
、　
一
段
下
が
っ
て
幅

の
狭
い
平
坦
面
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
砂
鉄
の

洗
い
場
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
広
い

平
坦
面
の
東
側
も

一
段
下
が
っ
て
長
さ
三
〇
メ

ー
ト
ル
、
幅

一
０
メ
ー
ト
ル
前
後
の
細
長
い
平

一
九

一　
永
久
山
た
た
ら
跡
　
（翡
）

大
字
久
代

位
置

・
環
境
　
南
か
ら
北
へ
の
び
る
丘
慶
先
端
部
の
尾
根
上
に
位

置
し
て
お
り
、
標
高
三
二
〇
―
三
二
０
メ
ー
ト
ル
、
平
地
か
ら
の
比

高
約
二
〇
―
三
〇
メ
ー
ト
″
て
あ
る
。
丘
陵
尾

根
上
を
削
平
し
て
数
段
の
平
坦
面
を
つ
く
り
、

周
囲
を
石
垣
で
区
画
し
て
山
内
を
築
い
て
い

る
。
江
戸
後
期
以
降
、
久
代
の
遠
藤
家
が
経
営

し
た
た
た
ら
で
山
内
遺
構
が
よ
く
残
っ
て
い

２一。遺
跡
の
状
況

（第
四
八
五
図
）
　

現
地
踏
査

お
よ
び
「久
代
村
誌
」
（昭
和
八
年
）
の
記
載
内

容
か
ら
推
測
す
る
と
、
最
も
広
い
平
坦
面
の
中

央
に
角
打
高
殿
が
あ
り
ヽ
南
画
部
に
は
石
組
み

の
ど
う
ぶ
池
（道
彙
池
）
跡
ど
分
家
路
が
あ
る
。

鵠踊
原
獅

第485m 永久山たたら跡付近地形園
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蜃

又

凩

蜀

贔

沐

几

会
長
　
田
口
義
之

戦
国
時
代
、
現
在
の
比
婆
郡
東
半
に
当
た
る
旧
奴
可

郡
二
帯
を
支
配
し
た
有
力
豪
族
に
、
久
代
宮
氏
が
い
る
。

県
内
有
数

の
中
世
山
城
跡
、
西
城
大
富
山
城
、
東
城

五
品
岳
城

の
城
主
と
し
て
も
有
名
な
同
氏

に

つ
い
て
は
、

今
ま
で
主

に

『
久
代
記
』

（注
①
）
を
材
料
に
そ
の
叙

述
が
な
さ
れ
て
き
た
。
同
書
は
江
戸
初
期

の
成
立
と
言

わ
れ
、
同
氏
の
研
究
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
文
献

で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
は
問
題
点
も
多
い
。
特

に
、
戦
国
期
に
活
躍
し
た
高
盛
以
前
の
系
譜
に
は
疑
問

が
あ
る
。

「
久
代
記
」
に
よ
る
と
、
久
代
宮
氏
は
元
大
和
国
宇

陀
郡

の
武
士
で
、
初
代
宮
弾
正
左
衛
門
尉
利
吉
が
応
永

年
間

（
一
二
九
四
～

一
四
二
八
）
、
備
後
国
奴
可
郡
久

代

（現
比
婆
郡
東
城
町
久
代
）
に
配
流
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
り
、
以
後
景
英

・
利
成

・
息
成

・
景
行

・
景
友
と

相
続
し
、
七
代
上
総
介
高
盛
に
至

っ
た
と
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
宮
氏
は
、
備
後
生
え
抜
き
の
国
人
衆
で
あ

っ
て
、

南
北
朝
時
代
に
は
既
に
旧
奴
可
郡
に
勢
力
を
延
ば
し
、

久
代

に
は
応
永
以
前
、
宮
氏
の

一
族
が
土
着
し
て
い
た

形
跡
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
久
代
富
氏

は
、
同
じ
宮
姓
を
冒
し
な
が
ら
も
、
備
後
屈
指
の
大
豪

族
宮
氏
と
は
無
関
係
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
そ
の
可
能
性
が
な
い
訳
で
は
な

い
。
し
か
し
、

『
備
後
古
城
記
』
の
原
本
と
推
定
さ
れ
る

『
水
野
記
』

所
収
の

「
御
領
分
古
城
主
」
を
見
て
も
同
氏
の
記
載
は

「
宮
久
代
」
と
あ

っ
て
、
他

の
宮

一
族
の
記
載
と
な
ん

ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ゃ
は
り
、
宮
姓
を
冒
す
か

ら
に
は
同
じ

一
族
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
高
盛
以
前

の
六
代

に
関
し
て
は
、
そ
の
実
在

を
示
す
確
実
な
文
書

・
記
録
は

一
切
残

っ
て
い
な
い
。

『
久
代
記
』

の
高
盛
以
前
が
信
用
で
き
な
い
と
す
れ

ば
、
そ
の
出
自
を
他

の
宮

下
腰
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

私
は
こ
れ
を
室
町
期

に
幕
府

奉
公
衆
と
し
て
活
躍
し
た

宮
氏
の

一
方

の
主
流
、

「
宮
上
野
介
家
」
に
求
め
た
い
。

そ
の
理
由
は
、
左

の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
久
代
宮
氏
は
戦
国
一期
、

「
源
姓
」
を
冒
し
て

い
る

（注
②
）
が
、
宮

一
族

の
中
で

「
源
姓
」
を
称
し

た
の
は
、
宮
上
野
介
家

の

一
門
の
み
で
あ
る

（注
③
）
。

ま
た
、
戦
国
中
期

の
天
文
年
間

（
一
五
三
二
～
五
五
）

を
境
に
し
て
、
旧
奴
可
郡
域

の
支
配
者
は
宮
下
野
守
家

か
ら
久
代
宮
氏

に
変
わ
る
が
、

『
大
館
常
興
日
記
』
天

文
十
年

（
一
五
四

一
）
八
月
四
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
そ

れ
は
下
野
守
家

の
断
絶
と
富
彦
次
郎
に
よ
る
そ
の
選
跡

の

「
切
取
」
と

い
う
事
態
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
大
内
方
と
し
て
宮
下
野
守
家
の
所
領
を
押
領

し
た

「
宮
彦
次
郎
」

こ
そ
久
代
宮
氏
に
外
な
ら
な
い
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
宮
彦
次
郎
は
室
町
期
に
幕

府
奉
公
衆
に
名
を
連
ね
た
宮
氏
の

一
族
で
、
仮
名

「
彦

次
郎
」
は
宮
上
野
介
の
一
門
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る

（注
④
）
。



以
上
の
こ
と
は
、

「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二

一
六
号

山
内
隆
通
條
書
を
検
討
す
れ
ば
、
よ
り
は

っ
き
り
す
る
。

同
條
書
に
よ
れ
ば
、
山
内
隆
通
は

「
宮
家
井
東
分
小
奴

可
」
な
ど
久
代
宮
氏

の
押
領
し
た
地

一
切
の
領
有
を
毛

利
氏
に
要
求
し
、
元
就

の
承
認
を
得

て
い
る
が
、
隆
通

は
久
代
富
氏

の
領
有
す
る

「
備
中
八
鳥
山
之
儀

（現
岡

山
県
阿
哲
郡
哲
西
町
）
」
は
要
求
し
な
い
と
い
っ
て
い

る

（注
⑤
）
。

こ
れ
は

『
平
賀
家
文
書
」
年
欠
三
月
二

三
日
付
陶
興
房
書
状

に
言
う

「
備
後
両
宮
井
備
中
衆
」

が
山
内
直
通

・
大
内
氏
の
支
援
を
得

て

「
野
部
新
城

ｏ

八
鳥
両
城
切
捕
由
」
と
い
う
出
来
事

に
対
応
す
る
と
考

え
ら
れ
、
山
内
氏
と
し
て
は
自
己
の
承
認
し
た
所
領
は

要
求
し
な
い
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の

「
両

宮
」
こ
そ
久
代
宮
氏

の
先
代
に
当
た
る
訳
で
、

「
両
宮
」

を
宮
上
野
介
家
の

一
門
と
考
え
て
良

い

（注
⑥
）
と
す

れ
ば
、
前
述

の
仮
説
が
立
証
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

注
①

一
般
本
と
伊
藤
本
が
あ
り
、
こ
こ
で
は

一
般
本
を

採
る
。

②
比
婆
郡
西
城
町
浄
久
寺
蔵
の

『
宮
景
盛
寿
像

（永

禄
十
年

の
銘
あ
り
）
」
に
よ
れ
ば
、
景
盛
の
祖
父
高

盛
は
本
来
藤
原
姓

に
も
か
か
わ
ら
ず
源
姓
を
称
し
た

と
あ
り
、
景
盛
の
父
興
盛
、
そ
の
子
智
盛
、　
一
族
と

推
定
さ
れ
る
親
盛

・
尚
盛
に
そ
の
徽
証
が
あ
る
。

③

『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
八
十
三
有
地
右
衛
門
書
出
に
、

宮
上
野
介
家

の
祖
、
兼
信
の
嫡
子
氏
信
は
尊
氏
よ
り

「
氏
」
字
を
頂
戴
し
、　
一
代
限
り

「
源
姓
」
を
称
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
あ
る
ｕ
ま
た
、

「
応
永
度
大

嘗
会
関
係
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
氏
信
の
次
男
氏
兼
は

「
源
氏
兼
」
と
し
て
称
光
天
塁
の
大
嘗
会

に
奉
仕
し

て
い
る
。

④

『
文
安
年
中
御
番
帳
」

（
群
書
類
従
所
収
）
に

「
四

番
宮
彦
次
郎
」
、

「
康
正
三
年
造
内
裏
段
銭
井
国
役

引
付
』

（同
上
）
に

「
二
貫
文
、
宮
彦
次
郎
殿
　
備

後
国
三
箇
所
段
銭
」
と
あ
る
。
宮
上
野
介
と
同
じ
く

四
番
衆

に
属
し
て
い
る
こ
と
と
、
同
家
と
同
じ
ぐ

「
次

郎
」
を
仮
名

（満
信
の
子
息
と
推
定
さ
れ
る
上
野
介

教
信
の
仮
名
は

「
又
次
郎
」
で
あ
る

『
永
享
九
年
行

幸
記
』

〈
群
書
類
従
所
収
〉
）
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
極
め
て
近

い
家
筋
で
或

い
は
上
野
介
満
信

の
弟

で
あ
る
氏
兼

（
『
山
内
首
藤
家
文
書
』
八
三
号
等
）

が
彦
次
郎
家
の
初
祖
と
考
え
ら
れ
る

（注
⑥
参
照
）
。

⑤

「
国
郡
志
御
用

二
付
郡
辻
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
哲

西
町
野
部

の
四
王
寺
は
、
天
文
元
年

（
一
五
三
三
）
、

宮
上
総
介
盛
親

（高
盛
）
同
思
兵
庫
助
興
盛
の
再
興

と
伝
え
、
ま
た
ヽ

『備
中
府
志
』
に
よ
る
と
同
地
の

西
山
城
に
は
天
文
年
間
、　
フ
〈
代
弾
正
」
が
居
城
し

た
と
言
う
。

⑥
宮
上
野
介
家
の
祖
兼
信
の
孫
と
推
定
さ
れ
る
満
信

・

氏
兼

（前
述
）
は
、
各
々
次
郎
左
衛
門
尉
、
次
郎
右

衛
門
尉
を
称
し
て
お
り
、
両
人
の
子
孫
が
備
後
両
宮

と
呼
ば
れ
た
宮
若
狭
守

・
同
五
二
郎

（
『
小
早
＝
家

証
文
』
二
〇
二
号
等
）
と
者
え̈
ら
れ
る

（注
④
参
照
）



東
城
町

Ｏ
東
崚
町
東
域

束
を
除
く
三
方
を
川
西
村
に
田
ま
れ
る
。
川
西
村
の
内
に
挙
一展

し
た
市
街
椰
が
分
離
し
て
成
立
し
た
町
で
、
川
西
村
と
は
別
に
町

方
支
配
が
行
わ
れ
た
。
東
部
を
東
城
川
（有
括
川
一が
南
流
す
る
。
東

域
川
に
沿
っ
て
北
か
ら
通
じ
る
備
中
新
見
路
と
、
南
か
ら
通
じ
る

備
中
故
路
が
当
町
で
合
し
、
東
城
路
も
町
を
通
る
。
こ
の
ほ
か
聾

城
路
が
福
永
（現
神
石
お
神
石
町
）か
ら
分
岐
し
て
当
町
に
通
し
、
書

く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
達
、
こ
れ
ら
の
街
道
沿
い
や
合
す

る
地
点
に
市
街
が
密
集
。

〔町
の
成
立
〕

戦
国
末
期
、
宮
景
友
が
川
西
に
築
い
た
五
品
嶽
城

の
城
下
が
市
街
化
し
た
の
を
初
め
と
す
る
。
城
下
町
と
し
て
整
備

さ
れ
た
の
は
、
近
世
初
め
福
島
正
則
の
家
を
長
尾

一
膀
が
当
地
に

入
っ
た
と
き
と
考
え
ら
れ
る
。
元
和
五
年
■
六
一
九
）浅
野
氏
の
入

国
後
は
五
品
嶽
城
は
廃
城
と
な
っ
た
が
、
備
中

・
崎
後
の
国
境
警

備
の
必
要
上
か
ら
、
ま
た
藩
内
の
重
要
拠
点
と
い
う
軍
事
的
意
味

か
ら
、
当
地
に
は
広
島
藩
家
老
職
を
長
と
す
る
家
臣
団
を
常
駐
さ

せ
た
。
し
か
し

一
般
政
務
は
代
官
所
を
西
城
町
に
置
い
て
支
配
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

当
地
に
常
駐
し
た
家
臣
団
は
、
元
和
五
年
か
ら
同
九
年
ま
で
は

家
老
亀
田
大
隅
高
綱
を
長
と
し
て
い
た
が
、
寛
永

一
八
年
■
六
四

こ
か
ら
は
家
老
浅
野
孫
左
衛
門
高
英
が
長
と
な
り
、
そ
の
後
は
代

代
そ
の
子
孫
が
世
襲
し
た
。
こ
の
と
き
当
地
は
川
西
村
か
ら
分
離

し
、
五
品
嶽
域
の
別
名
を
東
城
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
東
域
の
呼
称

が
町
名
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
臣
団
は

一
般
に

東
城
家
中
と
よ
ば
れ
、
五
品
螢
の
東
麓
に
設
け
ら
れ
た
浅
野
孫
左

衛
円
騒
散
前
の
館
町
に
居
住
し
た
。
一
郡
務
拾
衆
録
」
（小
田
〓
文

■
）所
収
の
享
保
二
年
■
じ
一
七
）広
島
藩
御
家
中
分
限
帖
写
に
よ
れ

ば
、
東
城
浅
野
家
は

一
万
石
を
受
け
、
う
ら
二
千
石
は
与
力
分
と

な
っ
て
い
る
。
与
力
の
内
訳
は
二
一
〇
石
を
筆
頭
に
一
三
〇
石
ま

で
の

一
二
名
。
「郡
務
拾
衆
録
」
に
よ
れ
ば
幕
末
期
に
は
一
八
〇
石

を
筆
頭
に
一
一
０
石
以
上
が
六
名
、
以
下
が
六
各
と
な
っ
て
縮
小

さ
れ
て
は
い
る
が
人
数
は
同
様
で
あ
る
。

（町
の
様
子
）

町
高
は
畝
数

一
三
町
五
反
余
で
高

一
五
四
石
余
、

内
訳
は
町
人
腱
政
高
が
二
町

一
反
余
で
三
二
石
、
町
人
屋
敷
高
置

螢
，

一
町
二
反
で
一
九
石
余
、
町
分
田
畠
概
免
騰
り

一
〇
町
二
反

余
で
一
〇
三
石
余
と
な
っ
て
い
る
（郎
務
拾
曜
解
）。
町
の
行
政
は
町

年
寄
二
、
町
庄
屋

一
の
も
と
に
町
内
を

一
〇
組
に
分
け
、
組
ご
と

に
十
人
頭

一
、
五
人
顧

一
を
置
い
た
。
町
家
の
職
業
と
し
て

「国

都
志
下
調
書
出
帳
」
は
酒
造

・
塩
嗜
・
質
屋
・
小
間
物

・
反
物
類
・

占
手
物

・
薬
Ｇ

¨
鋳
屋

・
塗
師

・
紺
星
・
菓
子
屋
・
繊
燭
・
費
け
・

木
地
細
工
・
紙
類

・
灯
油

・
煙
草
・
鉄
商
い
・
雑
毅

・
素
麺
師

・

鋳
物
師

・
下
鍛
冶

・
巧
道

・
星
根
嘉

・
本
挽

・
補
星

・
醤
刺

・
左

官

・
石
工
・
瓦
焼

・
旅
籠
屋

・
豆
腐

・
綺
蒻

・
髪
結

・
馬
口
労
な

ど
を
あ
げ
、
町
内
の
七
割
方
は
商
人
、　
一
割
方
が
諸
職
人
、
二
割

方
が
日
層

・
手
伝

・
浮
稼
者
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

東
城
町
は
備
後
国
北
部
の
鉄
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
。
町
内

認

蜘
罐
】
嘲
野

動
は
「
秘
権
羹

装

開

ド

郎
成
羽
町
）や
鵬
´
静
（同
新
見
市
）に
運
ん
だ
り
．
筏
や
川
舟
で
成
羽

（同
用
上
部
成

ヽ
羽
町
）に
運
び
、
そ
こ
で
債
替
え
て
玉
島
（同
倉
敷
市
）に

運
び
、
さ
ら
に
議
岐
の
高
松
や
大
坂
に
送
っ
て
全
国
市
場
に
の
せ

販
売
し
た
。
大
阪
住
吉
大
社
の
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
一
対

の
大
灯
籠
銘
に
よ
れ
ば
、
享
保

一
八
年
に
は
町
内
に
一
六
軒
の
鉄

問
屋
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
間
屋
か
ら
送
ら
れ
た
鉄
を
大
坂
で
一
括

引
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
問
屋
の
栗
城
星
与
次
兵
衛
と
と
も

に
共
同
で
住
吉
大
社
に
大
灯
籠
を
寄
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「比
婆
郡
誌
」
に
よ
る
と
、
天
明
年
間
■
七
八
一
―
八
れ
）の
大
火

で
市
街
の
大
半
が
焼
失
し
、
当
時
家
屋
の
ほ
と
ん
ど
が
薬
葺
だ
っ

た
の
が
以
後
瓦
葺
に
な
り
、
市
街
の
景
観
が
改
ま
っ
た
と
い
う
。

「芸
藩
通
志
」
に
よ
れ
ば
戸
数
三
二
八

一
人
口
一
千
八

一
、
牛
七
・

馬

一
一
。
東
城
川
に
沿
う
本
町
通
の
裏
筋

一
帯
は
古
く
か
ら
後
町

と
称
し
て
い
る
が
、
川
舟
の
発
着
場
と
し
て
嘔
い
、
い
つ
の
頃
か

浜
栄
町
と
も
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

当
町
は
宿
駅
と
さ
れ
て
い
た
が
、
■
〓藩
通
志
」
に
よ
る
と

一伝

馬
定
数
な
し
、
通
送
西
は
西
城
に
至
る
五
里
、
東
は
備
中
八
鳥
へ

一
里
八
町
」
の
間
が
利
用
さ
れ
た
。
「国
郡
志
下
調
書
出
張
」
に
よ

れ
ば
、
他
の
街
道
の
宿
駅
と
異
な
り
利
用
者
が
少
な
い
の
で
、
そ

の
時
々
に
人
馬
と
も
雇
っ
た
と
い
う
。
駄
賃
は
本
町
通
の
高
札
前

か
ら
西
城
町
ま
で
は
本
馬
二
〇
八
文
、
う
ち
四
二
文
は
坂
の
増
賃
、

軽
尻

一
四
二
文
、
人
足

一
〇
四
文
、
備
中
の
八
鳥
（現
岡
山
県
阿
暫
都

だ
西
“
）ま
で
は
本
馬
三
八
文
、
軽
尻
二
五
文
、
人
駐

一
九
文
で
あ

っ
た
。
寛
永

一
０
年
以
後
、
度
々
幕
府
の
巡
見
使
が
訪
れ
た
が
、

巡
見
使
は
常
に
三
名
で
一
〇
０
人
前
後
の
供
揃
を
連
れ
て
お
り
、

町
内
で
宿
泊
す
る
場
合
は
上
梶
屋

。
大
坂
屋
な
ど
富
商
の
家
に
分

僣
。
ま
た
文
化
二
年
■
八
〇
Ｅ
）に
は
藩
主
浅
野
百
資
が
二
四
九
人

の
供
揃
で
魔
持
を
兼
ね
た
国
内
巡
見
を
行
っ
た
が
、
こ
の
と
き
も

上
露
屋
を
本
陣
と
定
め
て
い
る
。

四
四
　
九
条
道
家
初
度
惣
処
分
状

「
九
条
家
文
書
」宮

内
庁
書
曖
部
所
蔵

「（海
嚇
導
靱
乳
嫉
睡
凛
〆
惣
処
分
」

、
理
嘘
峯
寺
殿
初
度
之

亀
藤
亜
馳
　
駆
墜
酔
年
十

一
月
日

執
筆
仁
基
法
印
　
鍵
簑
重
率
十
一ヽ明
週
　
　
　
　
　
」

惣
処
分

条
々
事

寺
領山

城
国
小
塩
庄
　
可
充
寺
用
相
折
井
護
摩
供
料
、

播
磨
国
千
草
村
　
本
家
継
嬌
臣
、
以
年
貢
充
れ
騰
利
足
、

安

』

甲

条

議

鮮

澱

以
年
一貝
警
か
資

以
小
塩
庄
、　
一
向
於
寺
家
進
止
、
不
可
有
本
家
之
儀
、
不
可

充
臨
時
恒
例
課
役
事
也
、

千
車

奴
可
両
庄
者
、
以
本
家
、
譲
与
尚
侍

右
府
、
以
年
貢

上
分
可
充
寺
用
不
足
丼
修
理
料
、
若
有
余
残
者
、
可
済
本
所

蜘け却榔量性い̈
殉一［「時にい一『】肇裁け一嘲

不
可
被
充
也
、
努
々
不
可
違
失
、



緻
か
た
べ
　
額
田
部
　
部
民
の
一
種
。
応
神
天
皇
の

子
額
田
大
中
彦
の
名
代
説
が
有
力
で
あ
る
。
「新
接
姓

氏
録
」
に
は
、
左
京
神
別
に
あ
る
天
津
彦
根
命
系
と
、

摂
津
国
神
別
に
あ
る
明
日
名
門
命
系
の
二
種
類
が
み

え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
資
料
に
み
え
る
額
田
部

は
必
ず
し
も
同
一
系
統
と
は
限
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
天
津
彦
根
命
系
の
左
京
神
別
、
額
田
部
湯
坐
連

の
項
に

「允
恭
天
皇
御
世
、
被
レ遣
二薩
摩
国
（
平
二隼

人
一
復
奏
之
日
、
献
〓御
馬

一
匹
一
額
有
〓
町
形
廻

毛
一
天
皇
嘉
レ之
、
賜
二姓
額
田
部

也̈
」
と
い
う
伝
承

を
の
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
応
神
天
皇

の
子
額
田
大
中
彦
皇
子
の
名
代
と
し
て
、
額
田
部
を

考
え
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
額
田
部
は
、
大
和
・

河
内
を
中
心
に
西
海
道
の
筑
前
・
豊
後
・
肥
後
か
ら

東
海
道
の
常
陸
、
東
山
造
の
上
野
に
至
る
ま
で
広
範

囲
に
分
布
し
て
い
る
。
額
田
部
の
伴
造
氏
族
と
し
て

は
、
額
田
部
連
・
額
田
部
臣
・
額
田
部
直
・
額
田
部

君
・
額
田
部
首
が
い
た
。
額
田
部
連
氏
の
本
拠
地
は
、

大
和
国
平
群
郡
の
額
田
郷
（奈
良
県
大
和
郡
山
市
額
田

部
北
。
南
町
付
近
）で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
額
田
寺

（霞
安
寺
）は
、
額
田
部
連
氏
の
氏
寺
で
あ
る
。
六
世

紀
後
半
に
造
ら
れ
た
と
い
う
松
江
市
の
岡
田
山
一
号

墳
か
ら

一雛
田
部
臣
」
と
象
嵌
さ
れ
た
大
刀
が
出
土

し
て
い
る
（本
辞
典
第
九
巻
別
刷
図
版

「古
代
の
鉄
剣

銘
」
参
照
）。
な
お
、
額
優
部
を
額
田
大
中
彦
の
名
代

薇轟

霙

髪

規蝙

び

皇
子
養
育
の
た
め
に
置
か
れ
た
皇
子
部
民
＝
湯
坐
部

あ
る
資
の
性
格
を
強
調
す
る
見
解
（井
上
辰
雄
説
）も

・

五
七
　
五
品
嶽
城
跡
　
（１９
）

大
字
東
城

位
置

・
環
境
　
成
羽
川
と
戸
宇
川
に
扶
ま
れ
た
北
西
か
ら
南
東
に

連
な
る
山
塊
の
最
も
東
側
の
頂
部
、
通
称
城
山
０
山
頂
部
か
ら
山
腹

に
か
け
て
築
か
れ
た
山
城
で
あ
る
。
中
心
の
郭
群
は
、
城
山
最
高
所

の
標
高
四
八
四
メ
ー
ト
ル
付
近
の
常
の
丸
、
太
鼓
の
平
と
呼
ば
れ
る

地
域
て
あ
る
。
主
郭
か
ら
は
、
東
城
の
町
並
は
む
ろ
ん
の
こ
と
成
羽

川
沿
い
の
沖
積
地
を
眼
下
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
常
の
丸
の
西

側
は
、
高
さ
約

一
五
メ
ー
ト
ル
の
大
堀
切
で
速
断
し
て
お
り
、
こ
の

大
堀
切
の
西
鶴
に
も
三
条
の
堀
切
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
状
況

（第
二
二
三
図
）
　

常
の
丸
は
、
約
二
〇
ｘ
三
０
メ

ー
ト
ル
の
削
平
段
で
、　
周
目
は
石
垣
で
区
画
し
て
い
る
。

西
端
に

は
、
長
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル

の
石
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
格
台
状
の
高
ま
り
が
築
か
れ
て
い
る
。
櫓
台

状
の
石
垣
は
釣
形
を
な
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

「
折
れ
」
を
意
図
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
石
垣
の
東
側
下
手
に
は
石
積
の
井
戸

が
あ
る
。
常
の
丸
の
東
に
は
、
帯
郭
状
の
郭
、
池
や
築
山
の
あ
る
郭

が
あ
り
、
太
鼓
の
平
に
続
い
て
い
る
。
太
鼓
の
平
は
、
三
五
ｘ
二
七

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
り
、
北
優
に
は
土
塁
が
東
西
に
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
る
。
郭
群
は
、
こ
の
大
鼓
の
平
か
ら
北
側
さ
ら
に
東
側

丘
陵
尾
根
へ
続
く
北
郭
群
と
東
磁
丘
陵
尾
根
に
続
く
東
郭
群
と
に
分

か
れ
る
。
北
郭
群
は
、
大
鼓
の
平
の
北
に
ケ
ヤ
キ
が
平
に
あ
り
、
そ

の
東
鶴
下
手
に
は
カ
ヤ
の
平
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
郭
に
も
西
あ
る
い

は
北
側
に
土
塁
が
み
ら
れ
る
。
カ
ヤ
の
平
は
本
城
跡
の
最
大
の
郭
で

東
西
約
六
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

二
０
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
が
あ

り
、
西
側
部
分
に
は
、
石
積
み
井
一員
　
地
覆
石
を
も
つ
瓦
葺
礎
石

建
物
跡
な
ど
が
み
ら
れ
。
ま
た
、
郭
の
東
端
は
釣
形
を
な
し
て
お
り

「折
れ
」

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
城
の
な
か
で
も
中
心
的

な
施
設
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
東
郭
群
は
、
丘
陵
尾
根
上
に

段
状
に
三
郭
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
各
郭
は
単
独
に
配
ぎ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
椰
、
郭
の
上

・
下
を
仕
切
る
切
岸
は
明
瞭
と
な
つ
て
い

る
。
北
郭
群
と
東
郭
群
と
に
扶
ま
れ
た
谷
頭
に
は
、
砂
防
堤
状
に
石

積
み
を
ほ
ど
こ
し
た
二
つ
の
郭
が
あ
る
。
登
城
通
路
も
こ
の
郭
の
と

こ
ろ
で
分
岐
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
こ
の
付
近
に
城
門

（城
戸
口
＝
虎
口
）

が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。　
こ
の
ほ
か
東

南
側
山
腹
に
は
杉
の
平
や
物
見
が
丸
な
ど
の
郭
群
が
あ
り
、
東
側
山

麓
に
は
居
館
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

喘
土
遺
物
　
常
の
九
西
側
の
堀
切
付
近
か
ら
瓦
類
の
政
片
が
出
土

し
て
い
る
。
第
二
二
四
図
は
長
尾
氏
の
家
紋
を
も

つ
た
瓦
片
で
、
棟

な
ど
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

特
色
　
五
品
畿
城
は
、
標
高
約
四
八
四
メ
ー
ト
ル
、
平
地
と
の
比

高
約

一
八
五
メ
ー
ト
ル
の
半
独
立
丘
陵
の
ほ
ぼ
全
域
を
利
用
し
た
典

型
的
な
戦
国
期
の
山
城
で
あ
る
。
城
山
の
頂
部
か
ら
丘
陵
尾
根
上
を

中
心
に
三
〇
以
上
の
郭
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
防
御
施
設
と
し
て
の

堀
切
、
土
塁
、　
石
垣
、
「
折
れ
」
つ
施
設
の
ほ
か
日
常
生
活
の
た
め

の
城
館
跡
、
井
戸
、
築
山
、
池
な
ど
の
請
施
設
も
整
っ
て
い
る
。

本
城
の
築
城
年
代
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
自
然
の
地

ヽ形
を
わ
ず
か
に
加
工
し
、
防
衛
の
施
設
も
み
ら
れ
な
い
山
麓
近
く
の

「
物
見
が
丸
」

や

「
杉
の
平
」
な
ど
は
、
室
町
期
に
入
る
と
造
作
が

始
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
城
山
山
頂
部
に
つ
い
て
は
、
石
垣
や
土

塁
、
堀
切
、
井
戸
な
ど
の
構
造
か
ら
み
て
戦
国
期
に
入
っ
て
拡
張
、

整
備
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
彗
〓
藩
通
志
」、
「西
備
名
区
』、

「備
後
古
城
記
」

な
ど
の
史
料
に
よ
る
と
、　
宮
氏
が
築
城
し
、
西
城

の
大
富
山
城
に
移
る
ま
で
本
拠
と
し
た
と
さ
れ
、
天
正
十
九
年

（
一

五
九

一
）
に
は
、
石
見
国
か
ら
佐
波
広
忠
が
赴
任
し
、
書
提
寺
を
川

東
の
千
手
寺
に
合
併
し
、
寺
領
を
寄
進
し
て
い
る
。
こ
の
佐
波
氏
も

関
ケ
原
合
戦
後
の
毛
利
氏
の
防
長
移
封
と
と
も
に
萩
に
移
っ
て
お

り
、
そ
の
後
に
は
、
福
島
正
則
０
臣
、
長
尾
隼
人
正
一
勝
が
城
主
と

し
て
赴
任
し
て
い
る
。
五
品
嶽
城
は
、
長
尾
氏
の
代
に
は
世
直
城
と

呼
軍
れ
た
よ
う
に
、
城
下
の
整
備
に
力
を
そ
そ
い
だ
と
お
も
わ
れ
る



が
、
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
の

一
国

一
城
令
の
発
布
と
と
も
に
廃

城
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
五
品
裁
城
は
、
規
模
、
構
造
な

ど
比
婆
郡
を
代
表
す
る
山
城
で
あ
り
、
し
か
も
文
献
史
料
か
ら
も
実

証
で
き
る
遺
構
と
し
て
広
島
県
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
長
尾
氏
は
、
城
主
時
代
に
鉄
製
の
鰐
口

一
口
を
帝
釈
永
明

寺
に
寄
進
し
て
お
り
、
法
恩
寺
に
は
、
大
般
若
経
た
Ｏ
Ｏ
巻
を
寄
進

し
て
い
る
。
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第323図 五品数城跡付近地形図
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「
颯
嘔
」
』
藝
は
向

腹 ‐‐‐
［

ぁ
る
。
花
谷
山
吉
祥
峰
と
号
し
、
書
洞

一̈一一一一一一一̈讐い一一一̈」蜘｝中一̈一一一

た
東
樺
寺
を
当
地
に
移
し
、
千
手
寺
に
合
祀
さ
せ
た
。
そ
の
と
き

千
手
寺
は
大
竜
寺
の
山
号
花
谷
山
を
継
承
、
吉
祥
山
の
山
号
は
峰

号
と
し
、
曹
洞
宗
と
な
っ
た
。
実
際
に
大
竜
寺
か
ら
千
手
寺
に
移

一
た
住
職
は
連
種
で
ぁ
っ
た
が
、
形
式
的
に
は
曹
洞
宗
千
手
寺
の

第324図 五品量城跡出土瓦拓影

開
創
は
大
竜
寺
開
創
の
永
禄

一
０
年
■

五
六
七
）に
さ
か
の
ば
ら

せ
、
大
竜
寺
開
山
の
雲
燿
透
竜
を

一
世
と
し
て
い
る
。

康
応
元
年
■
■
八
れ
）束
禅
寺
に
納
め
ら
れ
た
大
設
若
経
お
よ
び

経
擬
、
永
様
年
間
か
ら
文
操
年
閲
■
■
九
一一―
′Ｌ
一じ
に
か
け
て
の

人
こ
十
二
世
咲
岩
の
法
語
録

「団
扇
帯
用
し
上
下
二
巻
、
天
正
六

年
に
摘
か
れ
た
釈
迦
漫
槃
図
、
佐
波
広
忠
が
連
種
宛
て
に
出
し
た

同
二
０
年
の
寺
領
寄
進
状

・
同
坪
付
、
お
よ
び
千
手
寺
を
神
石

¨

奴
可
都
佐
波
領
中
諸
寺
庵
の
綱
録
と
定
め
る
下
知
状
三
通
と
慶
長

三
年
■
二
九
八
）の
寺
領
寄
進
状
な
ど
が
あ
る
。
慶
長
五
年
佐
波
氏

は
毛
利
氏
に
従
っ
て
萩
（現
山
口
県
萩
市
）に
去
り
、
福
島
氏
の
支
配

に
な
る
と
長
尾

一
勝
が
城
主
と
し
て
赴
任
し
た
が
、
長
尾
氏
６
千

手
寺
を
苦
撮
寺
と
定
め
た
。
一
勝
の
子
勝
行
が
父
の
供
養
の
た
め

に
元
和
二
年
■
六
一
九
）に
建
立
し
た
五
輸
喀
は
、
高
さ
二
・六
メ
ー

ト
ル
の
花
働
者
製
で
、
県
北
最
大
級
の
規
嘆
で
あ
る
。
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猥
落
０
落
参
加
酬
澤
Ｓ
囃
瀬

漱
べ
゛
針
‘
汁
。

前
騰
図
０
１
澪
尋
荷
締
困
Ｓ
ヽ
ヽ
―
ヽ
苺
′
■
ウ
〓
拇
叶
卜
π
露
汁
き
゛
＞

脳
鷺
Ｓ
知
巌
帝
研
゛
サ
ｃ
．′
油
目
■
′
【
甘
中
喘

ｃ
け
ド
導
ヤ

・
′
嚇
耐
′
Ｘ
妻
′

蒻
＞
´
針
〕
■
尋
書
帝
齢
眸
′
鮮
汁
綺
け
Ｓ
帰
き
ｓ
π
目
辞
日
滑
Ｓ
答
瀬
整
丼

や
騒
暉
ｃ
′
卜
ヽ
富
薄
臓
菫
サ
餅
計
′
麟
〕
声
陽
籠
丼
ｓ
対
巌
＞
落
０
婦
露
π

癖

ｃ
汁
霧
曇
冷
＞
怯
鵬
富
鶏

―
バ
翔
丼
嗜
夕
磨
サ
群
サ
言
′
Ｈ
コ
十
日
正
４
針

●
０
●
油
苺
辞
コ
市
′
″
群
サ
♯
゛
・

ホ
引
４
０
随
獅
圏

¢
卜
協
０
績
園
富
丼
゛
サ
″
【
０
本
Ｆ
中
赫
務
嗜
ざ
Ｒ
′

畔
メ
０
臓
溝
圏
露
鶯
瞥
境
副
諄
中
“

Ｊ
斗

（
喜
菫
叫
０
声
′
ｒ‘
首
葬
針
諄
中
ト

ヽ
言
針
「
バ
ザ
゛
“
針
′
叶
Ｈ
バ
痒
崎
叶
Ｓ
「
嶺
自
ロ
サ
群
サ
甘
ぷ
Ｓ
言
′
“
一

ざ
鼻
卜
滸
蜜
目

，
コ
ン
バ
ザ
ふ
“
針
′
鮮
汁
目
日
ゆ
書
π
財
じ
゛
拇
ゆ

・
翅
麿

０
腐
境
汁
叶
ザ
０
サ
叶
丼
バ
針
゛
サ
′
“
首
苺
シ
研

，
“
”
′
叫
掛
〓
嚇
榊
雌

Ｓ
週
サ
リ
付

，
０
言
′
ｒ‘
言
葬
サ
着
ｓ
鼈

，
”
針
′
彗
書
¢
れ
辞
鮒
淮
図
べ
苺

・
彗
中
―
畑
べ
゛
い
０
「
′
“
ざ
嘉
鼈
〈
０
■
鮮
サ
麟
サ
甘
バ

，
゛
“
針
螢
′
暴

カ
サ
覇
■
ン
自
コ
サ
暉
〈
゛
゛
首
゛
ｏ

知
瞥
０
辮
郷
Ｆ
′

，
ゆ

，
ゅ
請
′
Σ
む
鶏
葬
丼
′
鮮
Ｘ
難
碑
陶
′
尊
舛
¢
ゆ

静
′
ゆ
獅
辮
望
Ｓ
ゆ
請
〓
購
卜
檬
腱
サ
コ
〕
言
卜
・
ホ
０
さ
′
棘
略
′
難
導
′

瀬
′
盤
Ｓ
Ｓ

，
サ
職
薪
樹
眸
燎
サ
詢
〕
言
い
。

回
酬
コ
サ
ｏ
べ
臓
雄
訂

「
酬
菫
藤
薄
獲
詳
勒
Ｅ
オ
書
寝
學
書
府
府
導
詳
い
瀑

雄
躁
彗
辮
留
ゆ
麟
Ｈ
脚
ユ
Ｎ
熙
蘇
圏
呻
湾
霞
　
′
刈
日
＞
鷺
澪
海
出
』
＝
回
丼

覇
仁
醸
議
＝
疇
琳
爵
」
針
ザ
一
担
嚇
欝
サ
針
ｓ
′
丼
因
苺
Ｘ
日
＞
薔

（
〓
〓
×

飼
盗
蒔
解
薔
Ｓ
汁
識
磁
４
０
書
澪
糾
薔
敏
脚
ユ
０
回
Ｈ
蘇
回
針

，
ψ
鎌
市
麟
サ

峰
汁
“
針
サ
き
サ
ト
・
薔
む
′
針
澪
Ｓ
閥
嚇
欝
宙
露

「
麟
略
コ
躊
踏
　
鎌
環
難

海
海
澪
府
＝
豪
書
職
ご
ヨ
理
藩
涸
　
Ｈ
辞
Ｈ
斜
淋
酔
ン
コ
＝
口
　
郷
酵
Ｈ
申
澪

海
」
館
い
ｓ
′
日
辞
＝
楡

（
〓
コ
）
Ｆ
彗
藤
鉾
ざ
計
魚
針
サ
腱
針
ざ
バ

，
い
ｏ

“
Ｓ
臓
繊
国
昇
′
縞
輔

¢
卜
〈
′
卜
詢
０
”
゛
ａ
工
書
犠
海
澤
錢
蟄
瀑
●
コ

゛
甘
′
聡

〈
Ｓ
魅
Ｓ
汁
蒸
葬
自
麻
葬
針
鮮
ｓ
着
ハ
瀬
ほ
３
油
硫
′
汁
剛
目
―
棟

富
”
〈
コ
０
打
麟
サ
言
バ
ザ
゛
・
響
Ｓ
Ｓ
回
コ
富
”
醸
怯
針
ｓ
′
粘
書
尋
自
白

”̈
兼
‘
″
′・

織
輝
凄
　
盤
丼
州
”
Ｆ
飾
緯
国



翼
日
照
Ｘ
壽
奪
　
臨
即

ｍ
騨
捕
ｗ

ヽ
ｒ
睡
瞬
哺
晰
』
麟

Ｈ
３
鋼
↑
ｃ
べ
■
・
隣
ヨ
汁
〓
サ
゛
目
「
書
彗
【
―
鶯
３
＾
抑
゛

，
夕
腱
Ｓ
●
０
べ
・
せ
せ
漁

，
颯
⊂
せ
伊

゛
０
い。
蒻
０
”
〈
卜
鮮
Ｓ
●
汁
鋼
べ
。
日
お
璃
鮮
ｃ
【
●
”
０
漱
∈
τ
ミ
濤
０
●
０

，
お
き
さ
ぷ
ｏ
Ｃ
サ
ｃ
・

１
澪
３
声
〓
今
叫

，
夕
０
や
や

，
Ｓ
＾
尊
ｃ
【
い
熟
怯
丼
叶

，
卜

，
Ｏ
ｎ
卜
螢
１
０
０
奪

，
べ
絣
０
・
海
薇
書

＞
Ｓ
導
ヨ
０
＞
性
■
●
珊
き
ｃ
汁
●
０
鮮

，
卜
か
ｏ

海
舞
ヨ
鮮
ｃ
べ
苺
澤
汁
０
日
３
鵡
（
計
ｓ
・
叫
汁
濤
澪
０
澪
肝
鮮
Ｃ
【
こ
料
鷲
３
＾
難
●
苺
ｏ
”
Ｏ
ｃ
べ
■

●
０
怯
澤
碑
機
＞
べ
゛
‘
サ
゛
・
潜
澪
ξ
冷
Ｓ
Ｉ
河
中
サ
銑
夕
＞
Ｓ
Ｓ
鵞
澪
調
針
σ
べ
「
奇
【
蔵
、
ぃ
ｏ
Ｓ
鮮

”
０

，
ぶ
ｏ
　
　
　
　
「

奮
）
和
ｎ
澤
ｑ
蒻
”

（
〓
辟
”

，
豪
ル
）

Ч
　
和
　
鸞
…
…
詳
．
藤
　
帷

へ

蒻

丼
…

Ｈ

３

讚

Ｓ

諄
３
苺
”
目
Ｓ
ト
バ
■
卜
０
こ
゛

，
べ

，
べ
Ｈ
日
＾
察
潜
゛
¢
Ｏ
ｏ
え
ホ
〓
■
３
隷
べ
む
か
せ
・
●

●
卜
贅
〈
゛
゛
０
伽
サ
ヽ
い
ｏ
Ｘ
３
轟
決
蔀
卜
一
●
●
う
■
〈
・
コ
Ｓ
卜
誠
Ｓ
覇
怯
河
゛
ｃ
【
研
か
０
＾

凛
∈
べ
・
「
濃
露
＾
●
●
河
０
怯
露
Ｓ
゛
言
夕
瀬
綺
べ
む
か
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
一

ヽ
　

口
３
■
議
ミ
゛
辟
ｃ
・
卜
襲
●
●
●
〈
薇
゛

（
ヽ
鉾
９
ヽ
９
）
゛
●
゛
聡
３
゛
料
ト
ベ

，
い
ｏ
Ｏ
お

●
競
”
怯
絆
叶
〈
鮮
サ
ｏ
（

，
い
ｏ

ミ
）
針
計
０
蒻
轟
ゆ
〈
コ
Ｃ
べ
・
卜
〈
躊

，
滞
コ
■
３
針
瀬
⊂
べ
゛
ぶ
ｏ

●
）
黎
冷
苺
諄
３
＾
゛
か
Ｓ
゛
べ
い
さ
＾
導
や
針
ヽ
ひ
諧
Ｓ
゛

，
蒔
す
ｏ

奮
）
ヰ
鮮
Ｘ
●
い
陣

（汁
ψ
鮮
）

ヨ
露
ロ
ヨ
０
鮮
け
０

Ｔ
）
樹
澪

・
海
●

・
３
埓
準

守
）
澪
３
０
ロ
コ
【
済
０
３
埓
登
針
ぶ

磨

団
導
≧
コ
Ｂ
雲
書

＝
い

Ж
Ｈ
丼
熟
時

ヽ
絆
Ｎ

案
中

津

融
機

ヽ

日
―
導

≫

讐

辞
゛

ヽ

＝
罰

澪

療

Ｅ
轟

Ж
中

眸

滞

臓
耐

コ

ー
颯

口
寄

宰

淋
・

最

ｅ

　

，

お
濃

き

口
彗

湿

鵬

ヽ
滲

静
沖

諄

■

神

晨

麗

辟

「

ホ

ヨ

昌

汁

潜

畦
静
む
目
測
鸞

Ｈ
コ
キ
ン
ロ
　
　
燎
中
呻

Ｔ
）
ｍ
米
〔
ｓ
き
鯵
織
鮮
薔
ぶ
２
筆
＝
鶴

貧
）

海
凛
織
＞
０
鱗
臓

鸞
〕
ロ
コ
蟄
執
＾
眸
ぷ
・
Ｐ
Ｏ
苺
引
Ｓ
・
Ｅ
露
＞
Ｎ
闘
卜
σ

，
ｏ
。
聾
ヨ
ｏ
滋
Ｈ
。
湾
●
Ｅ
熙
ヽ
凛
鮮

，
ｏ
ｏ
前
辞
Ｈ
聖
０
辮
田
鮮
針
ｓ
ヽ
＝
導
３
６
・
菰
静
Ｈ
醤
怯
男
聯
諄
計
卜
Ｃ
【
ン
エ

，
夕
＾
澤
ｑ
・
詩

違
０
悟
鴻
営
Ｓ
澪
Ｈ
卜
針
０
・
ｌ
ｕ
餌
“
誌
４
●
●
か
ｏ

為
丼
〓
卸
替

ハ
（
〓

〓
）
ヾ
〓
コ
ヽ
コ
ト
す
Ｏ
ｏ
ロ
ヨ
０
薄
雄

（浄
書
い
鷲
ｏ
コ
８

コ
Ｙ
（
冷
た
ｏ
汁

衛
卜
さ
米
構
＾
研
ゝ
・
＝
総
〓
う
湿
べ
゛
ふ
怯
や
サ
蒔
０
蟄
部
べ
い
ｏ
汁
↑
“
サ
言
夕
・

ミ
）
Ｈ
お
義
Ｓ
Ｅ
米

創
醸
Ｈ
３
碗
屁
・
ひ
ｏ
卜
伊
叶

，
●
０
〓
囀
埒
汁
登
０
一
０
せ
む
夕
管
・
諄
い
畢
弁
＾
丹
ｏ
べ
。
わ
ヨ

３
＾
燿
番
研
針
汁
ｏ
日
蔀
轟
「
サ
゛
樹
・
コ
　
＝
い
ヽ
十
コ
・
コ
ミ
“
針
●
・
諄
・
え
ヽ
澪
・
口
・
０
中

鼎
Ｏ
ｃ
ド
簿
輌
鐘
心
１
０
Ｓ
熟
高
難
き
０
汁
一
０
べ
゛
夕
・
静
澪
・
Ｈ
３
●
蒲
藩
鵡
べ
針
０
景
・
蹴
卜
蔵

絆
τ
汁
●
Ｓ
Ｏ
い
夕
。

凛
神
構
＞
０
●
Ｓ
苺
・
お
潜
０

「
菫
書

，
お
」
高
伊
ぷ
【
鮮
サ
゛
繁
聯
鵡
鮮
い
０
●
・
購
碑
「
い
■
声

い
ｏ
汁
一
０
卜
●
●
＾

，
か

（濤
澪
冷
撃
い
瀬
書
＞
）
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鴻
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爵
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市
ン
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≧
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コ
丼
苺
′
菫
津
力
漱
＝
お
■
漱
峰
（ゆ
サ

゛
書
い
・
ｕ
Ｏ
ｏ
ヨ
構
′
０
・
９
ｏ
ｏ
覇
構
彗
）
Ｓ
■
善
「
■
鏡
Ｓ
議
濠
声
澪
ヨ

ｒ
バ
潟
路
●
汁
節

雄
通
（
′
―
澪
声
「
゛
３
゛
」
”
蠣
ト
ベ
ｇ
゛
。

“
Ｓ
許
薄
３
を
サ
゛
サ

，
コ
丼
目
Ｆ
′
丼
囀
≧
日

・
二
鴻
　
暴
澪
鎌
繁
声
゛
〓
凛
さ
い
・
胡
パ
・

Ｆ
き
汁
ｏ
（
同
戯
゛
ｏ
８
７

●
ｏ
ｏ
‥
書
澪
丼
齋
＞
↑

．・ヽ
ア
サ
ー
せ
）
漱
督
呵
自
゛
ゆ
針
ｒ
バ

，

夕
ｏ
シ
察
や
ヽ
”
法
恙
難
Ｆ
回
鶏
摯
岸
ハ
崚

，
″
＞
パ

・
書
澪
熱
Ｓ
ｃ
Ｓ
■
〈
゛
え
′
爵
目
国
市

け
汁
ｏ
（
“

・
鐵
”
゛
Ｆ
＝
瞬
（
ン
０
′
鸞
書
３
Ｆ
宙

畔
怯
酎

，
・



法
思
寺
　
０
東
曖
町
川
西

川
西
北
部
の
比
奈
の
山
瞑
に
あ
る
。
猿
渡
山
密
厳
院
と
号
し
、

真
営
宗
御
室
派
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
空
海
の
開
創
と
伝
え
、

そ
の
年
代
を
旧
版

「広
島
県
史
」
な
ど
は
大
同
二
年
（八
０
七
）、
旧

板

「広
島
県
史
」
所
収
の
正
徳
の
調
書
、
「国
郡
志
下
調
書
出
張
」

は
天
長
一
０
年
（‘
・〓
こ
と
す
る
。
同
書
出
帳
に
は
「承
和
年
中
讃

州
多
度
椰
善
通
寺
よ
り
良
伝
法
印
弟
子
習
海
両
僧
共
住
職
其
節
は

警
通
寺
末
寺
に
有
之
侯
処
天
安
二
寅
九
月
伽
藍
焼
失
、
そ
れ
よ
り

や
や
暫
く
無
住
に
て
寛
平
九
巳
年
宥
快
法
印
再
建
立
、
永
正
九
申

正
月
二
十
六
日
炎
焼
」
と
あ
る
が
、
旧
版

■広
島
県
史
し
に
は
仁

寿
三
年
（八
墓
こ
春
焼
失
し
た
と
伝
え
、
貞
観
一
二
年
（八
七
０
）江

州
坂
本
（現
滋
賀
県
大
津
市
）の
良
意
が
中
興
し
た
と
あ
る
。

山
三
社
を
鎮
守
社
と
し
、
大
仙
社
も
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
神

質
の
伝
説
が
あ
り
山
号
を
猿
渡
と
書
い
て
「さ
ろ
お
う
」
（、さ
ん
の

う
」
の
低
ユ
）と
割
ま
せ
て
い
る
こ
と
、
中
興
に
江
州
坂
本
の
良
意
の

名
が
あ
る
こ
と
、
「芸
藩
通
志
」
に

一阿
弥
陀
仏
春
日
御
作
、
不
動

明
王
智
証
の
御
作
」
と
あ
る
こ
と
、
天
台
修
験
に
基
づ
く
と
思
わ

れ
る
多
銀
行
事
（大
め
し
祭
）が
現
在
伝
わ
る
こ
と
な
ど
、
天
台
系
の

要
素
が
凛
厚
で
、
古
く
は
天
台
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
天
正
年
間
■
五
七
一一丁
九
一こ
紀
州
高
野
山
か
ら
幸
清
法
印
が

き
て
再
興
し
て
か
ら
（回
郡
志
下
調
書
出
援
）、
金
剛
峯
寺
の
末
寺
と
な

っ
た
と
伝
え
、
寛
延
四
年
■
ヒ
五
こ
に
京
都
御“
難
の
仁
和
寺
の
末

寺
と
な
る
。
古
く
は
本
薇
坊
。
中
藤
坊
・
浦
藤
坊
・
西
坊
・
新
坊
・

明
二
院
・
田
口
坊
の
七
院
坊
が
あ
っ
た
と
い
う
が
（一〓薔
通
薔
、
現

在
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
・

寺
院
が
神
社
を
管
理
す
る
別
当
制
度
が
奴
可
郡
で
は
特
殊
な
形

で
明
治
初
め
の
神
仏
分
離
ま
で
残
り
、
「国
郡
志
下
調
書
出
張
」
に

よ
れ
ば
、
奴
可
部
東
部
三
一
ヵ
村
内
の
神
社
の
遷
官
に
際
し
て
法

思
寺
は
遷
富
導
師
と
し
て
立
会
っ
た
。
こ
の
た
め
社
寺
間
の
所
役

上
の
紛
争
も
絶
え
ず
、
こ
れ
を
証
す
る
多
く
の
済
口
証
文
が
残
る
。

福
島
氏
時
代
の
五
品
数
城
主
長
尾
一
勝
は
寺
領
一
五
〇
貫
文
を

寄
進
し
て
祈
願
寺
と
定
め
（同
書
出
颯
）、
慶
長
一
七
年
■
六
一
二
）

大
設
若
経
六
〇
〇
巻
を
入
手
し
て
法
要
を
行
っ
て
い
る
（寺
蔵
経
壼
蓋

慶
書
）。
こ
の
大
般
若
経
は
南
都
版
を
中
心
に
南
北
朝
時
代
の
美
作

版
や
軍
写
本
で
補
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
筆
写
本
八
四
巻
は
延
文

二
年
■
三
一ハ０
｝か
ら
永
和
四
年
■
三
七
八
）に
か
け
て
筆
写
さ
れ
た

も
の
で
、
い
っ
た
ん
中
庄
八
幡
宮
〈現
因
島
市
）に
奉
納
さ
れ
た
も
の

が
な
に
か
の
縁
で
当
寺
に
再
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
尊
阿

弥
陀
如
来
坐
像
電
平
安
末
期
の
作
と
さ
れ
、
鎌
倉
初
期
お
よ
び
中

期
の
作
と
さ
れ
る
餞
音
書
薩
立
像
二
体
、
室
町
初
期
の
作
と
さ
れ

る
不
動
明
■
立
像
、
仁
王
会
の
本
尊
と
し
て
計
い
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
五
大
力
明
王
画
像
、
奴
可
郡
東
部
三
一
ヵ
村
内
の
神
社
の

棟
札
を
記
録
し
た

、川
西
村
法
思
寺
遍
宮
導
師
棟
札
写
控
」
な
ど

徳
曇
寺

０
東
城
町
菅

年
訂

繊

巽

詳

鮮

藤

睛
嘉

】
湖

構

築

野

招
い
て
開
山
し
た
と
い
う
。
末
寺

・
孫
末
寺
は
五
三
ヵ
寺
を
致
え
、

四
世
か
ら
八
世
ま
で
の
住
職
は
朝
廷
か
ら
紫
衣
と
禅
師
号
を
受
け

て
い
る
。

開
山
伝
説
に
よ
れ
ば
、
覚
隠
が
旅
の
途
中
当
地
で
藍
婆
と
い
う

鬼
を
仏
徳
で
改
心
往
生
さ
せ
、
住
民
の
不
安
を
取
除
い
た
の
で
、

そ
の
徳
を
慕
い
・水
住
を
願
う
住
民
の
訴
え
が
領
主
を
動
か
し
、
宮

政
盛
が

一
二
年
間
を
か
け
七
堂
伽
藍
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
ｏ
現

在
、
広
大
な
境
内
に
本
堂

。
勅
使
用

・
三
門

・
開
山
堂
・
中
雀
門
一

観
音
堂
・
麟
堂

・
庫
院

・
回
廊

・
鐘
堂
な
ど
の
建
物
が
配
置
さ
れ

回
遊
式
の
多
一園
も
み
こ
と
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
諸
堂

・
諸
坊
の
基

壇
跡
が
数
多
く
残
り
、
創
建
当
時
の
規
模
を
し
の
よ
こ
と
が
で
き

る
。
完
成
ま
で
に
覚
隠
は
没
し
、
実
際
の
開
山
は
二
世
宗
梅
と
な

っ
た
が
、
そ
の
徳
を
た
た
え
覚
隠
を
開
山
に
据
え
た
と
い
う
。
徳

雲
寺
の
周
辺

一
僣
は
鉄
穴
流
し
に
よ
っ
て
地
形
が
変
現
し
て
お
り
、

古
く
製
鉄
が
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
伝
説
中
の
藍
婆
鬼
は
あ
る
い
は
こ
の
地
方
で
絶
大

な
権
勢
を
振
ろ
っ
て
い
た
製
鉄
支
配
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。

「陰
徳
太
平
記
」
に
よ
る
と
、
天
文
二
三
年
■
五
五
四
）尼
子
晴

久
が
同
族
尼
了
議
久
を
殺
し
た
と
き
、
餞
久
の
三
男
助
四
郎
（の
ら

の
鵬
久
）は
二
哉
で
あ
っ
た
が
、
山
中
鹿
之
助
の
計
ら
い
で
乳
母
と

と
も
に
徳
雲
寺
に
落
ら
の
び
、
五
世
住
職
覚
海
の
も
と
で
一
０
余

年
間
養
育
さ
れ
た
。
永
禄
九
年
■
五
一（
４０
尼
子
義
久
が
毛
利
氏
に

降
伏
し
た
た
め
、
助
四
郎
は
毛
利
氏
の
領
国
に
住
む
こ
と
を
嬌
い

上
京
し
て
京
都
東
福
寺
で
修
行
、
の
ち
鹿
之
助
に
掟
立
さ
れ
て
同

一
二
年
尼
子
再
興
の
広
を
場
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
結
局
、

再
興
は
失
敗
し
、
天
正
声
年
■
五
七
八
）勝
久
は
自
害
、
鹿
之
助
は

捕
ら
え
ら
れ
護
送
の
途
キ
備
中
で
殺
さ
れ
、
そ
の
首
級
は
柄
（現
凛

山
市
）に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
従
者
は
夜
中
ひ
そ
か
に
首
級
を
徳
雲
寺

に
持
帰
り
、
改
め
ｔ
供
姜
を
し
た
と
い
う
。
現
在
、
当
寺
に
は
鹿

之
助
の
首
塚
が
あ
る
。

徳
雲
寺
か
ら
○
井
甘
■
口
の
山
中
に
嘔
婆
鬼
が
人
畜
を
つ
ふ
し
て

食
べ
た
と
い
う
、
茫
自
と
よ
ば
れ
る
臼
状
の
石
が
あ
る
。

岡

十
六
日
、
伊
豫
晨
よ
り
飛
脚
到
末
す
。
去
年
各
比
よ
り
、
河
野
四
郎
麺
消
を
は
じ
め

と
し
て
、
四
腋
の
儀
贅
み
な
鷲
か
を
そ
む
ひ
て
、
滅
氏こ
に
耐
こ
の
あ
ひ
だ
、
値
係
‘軒嶋
）盤
だ
ヽ

転
獨
げ
対
ぶ
酢
長
）
薇
知
に
任
ど
し
島
ダ

ヽ
り
け
れ
ば
、
伊
際
の
饉
へ
お
し
わ
た
り
ヽ
遷
証
・

還
体
の
さ
か
ひ
．ｉ
離
瀧
」́
れ
ば
て
ヽ
鴻
墜
ぽ
対
還^
濯
ご
う

，
一ぼ
．ぼ
。
み
よ
鴻
町
欧
購
違
儲
は
ヽ

ら
　ヽ
（討
）　
　
　
　
　
ど″
　
・̈・ｏく
■
２
５う
に」
『
たら
）」らう
　
は
おヽた　
　
ｔ
“　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓“
　
（撻
）

父
が
う
た
れ
け
る
時
、
を
藝
國
住
人
奴
田
次
郎
は
母
方
の
伯
父
な
り
け
れ
ば
、
共
へ
こ
え
て

お
り
　
　
　
　
　
　
　
が

，
０
一９

■
ヽ
０
′
〓
一　

　

　

（討
）
　
　
　
　
　
　
一〓
ス
タ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
い

有

あ

は
ず

。

河
野

通

信

ち

ヽ
を
う

た

せ

て
、
一
や
す

か
ら

ぬ
も

の

な

り
。

い
か

に

し

て
も

西

輝
雰
量
｝Ｆ
”口一」中舞
揺
辞
製
騨
毎
珈

し
娃ダ
め
て
、
猛
ご
び
」
晦
ぶ
れ，一パ
Ｌ
”
け
る
が
、
燎
作
も
し
ら
ず
離
鳳
げ
た
る
離
ば
、

鴻
％
酢
鯖
メ
群

ひ
響^
・・た
る
も
の
馬^
醇
鶯
ん
あ
餞
譲
ず
ヽ
・
こ^
と
拓
レ
ロ
す
。
薔
ｒ
魔
成
に

い
一
い
一
一
一
¨
一
一一
¨
一
一
一
一
一
一
一
¨
一
一
一
一
一

も ま ひ
一
』
一
「
一
一
一
一
一
¨
一

話
〓
た
り
と
も
き
こ
オ
け
り
。
ス
は

．
ダ
け
に
し
た
り
と
も
き
こ
ぇ
け
ク
。



口
０
　
亀
山
城
跡
　
（２
）

大
字
小
奴
可

位
置
。
環
境
　
小
奴
可
盆
地
の
南
側
の
出
入
口
部
に
あ
た
る
標
高

約
一
八
０
リ
ー
ト
ル
、
低
地
か
ら
の
比
高
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
独
立

丘
陵
上
に
築
か
れ
て
い
る
。

た
と
お
も
わ
れ
る
が
一
北
側
の
削
平
段
と
の
段
差
は
あ
ま
り
明
確
で

は
な
い
。
主
郭
の
東
南
端
に
は
、
自
然
の
地
盤
を
割
平
し
て
土
塁

状
に
残
し
た
施
設
が
み
ら
れ
る
。
北
側
は
深
い
堀
切
で
画
さ
れ
て
お

り
、
堀
切
の
北
に
は
土
塁
状
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
主
郭

の
東
南
側
麓
に
は
、
小
さ
な
堀
切
や
土
塁
状
の
遺
構
が
あ
り
、
西
麓

に
は
、
居
館
跡
と
い
わ
れ
る
長
方
形
に
ち
か
い
平
坦
地
が
あ
る
。
各

郭
の
削
平
は
て
い
ね
い
で
郭
や
堀
切
部
分
の
切
岸
も
明
瞭
で
あ
る
。

小
規
模
な
が
ら
山
城
の
構
造
と
し
て
は
、
堀
切
や
土
塁
、
切
岸
の
整

備
な
ど
防
御
施
設
が
よ
く
整
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

特
色
　
城
域
を
郭
群
で
囲
み
、
郭
も
地
形
に
沿

っ
て
段
状
に
配
し

て
い
る
こ
と
や
、
堀
切
、
切
岸
の
発
達
な
ど
構
造
か
ら
み
る
と
室
町

後
半
期
の
城
の
特
徴
を
も

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
城
が
、
小
奴
可

盆
地
を

一
望
で
き
る
要
地
を
占
め
、
し
か
も
低
い
独
立
丘
陵
を
利
用

し
て
築
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
城
の
経
張
り
の
成
立

は
、
さ
ら
に
通
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
）
は
し
が
は
西

麓
の
居
館
お
よ
び
山
頂
部
の
削
平
段
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
室
町

後
半
ご
ろ
に
な
っ
て
山
頂
部
削
平
段
の
拡
張
や
堀
切
、
土
塁
、
切
岸

な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

寄
進
地
系
荘
国
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
、
工
作
田
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
な
ど
在
地
領
主
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
が
、
そ
の
実
体
は
詳

か
議
蹴
「
．
そ
の
中
で

「
平
家
物
語
』
の
諸
本
に
み
ら
れ
る
奴
可
入

道
四
反
が
注
目
搭
れ
る
。
源
平
争
乱
期
に
平
氏
側
で
活
躍
し
て
い
る

百
枚
が
、
双
可
を
称
す
る
こ
と
か
ら
双
可
覗
の
ざ
地
壼
主
と
し
て
の

伝
承
が
定
着
し
て
い
る
。
史
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、　
一
四
世
紀
ご

う
か
ら
こ
の
よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

ι
（
そ
の
事
実
の
究
明
に
は
さ
ら
に
研
究
を
必
要
と
す
る
と

い
わ

ぎ
る
を
え
な
い
ｃ
「驚
軒
日
録
」
の
文
明
十
八
年

（
一
四
八
六
）

四

月
廿
七
日
条
で
は
い
西
寂
を
宮
氏
の
先
祖
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

第飾 図 亀山城跡付近地形図
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